
 

がん教育実施報告書 

 

学校名 二本松市立油井小学校 

実施対象者 

（学年・保護者など） 
６学年 

教育課程の位置づけ 
体育・保健体育   道 徳   学級活動・HR 活動  講演会・行事 

その他（        ） 

実 施 日 時 令和４年１０月１８日（火） １０：２５ ～ １１：１０ 

打合せについて 
【１回目】方法：電話      内容：講話の内容について 

【２回目】方法：電話      内容：準備物等にいて 

外部講師 職・氏名 職名 保健師       氏名 佐藤しのぶ 様 樋口彩花 様 

実 施 内 容 

【がんの基本的な知識について】 

＊保健の授業で実施。パワーポイントを使い、保健師の佐藤先生より講

話をいただいた。 

 「がんという病気について」

「県内の現状について」「どう

してがんにかかるのか」「がん

を予防するためには」について

分かりやすい内容になってお

り、その中にはクイズにして児

童に考えさせる場面もあった。 

 終わりにがんに関するリー

フレットをいただき、今日の講話の内容とともに家族でこれからの健康

について話し合ってほしいと結んだ。 

【児童の感想】 

◯福島県が「がん」にかかる割合がワースト３位ということに驚いた。 

◯死因の 1位が「がん」だと知っていたが、グラフの数を見て驚いた。 

◯３人に 1人ががんにかかることがわかった。 

◯がん細胞が毎日数千個できるとは知らなかった。 

◯生活習慣を正すことが「がん予防」になる。 

◯塩分のとりすぎも「がん」になりやすいことがわかった。 

◯タバコを吸うことが「がん」になりやすいこと、吸わなくても吸って

いる人の近くで煙を吸うだけでも良くないということがわかった。 

◯早期発見・早期治療が大事だ。 



 

◯家に帰って家族に話した。 

お酒もたばこもやめてほしい。 

 

成 果 等 

＊講話のあと、1 人の児童が講師に「お父さんにタバコをやめてもらい

たい。どうすればいいか」という質問を個人的に聞いていた。 

＊学校で学習したことや知識として知っていたことについて、保健師と

いう立場で県民の健康管理に携わっている方から話を聞くことで、より

理解を深めることができた。 

＊講話の内容がわかりやすく、そして、講師の先生の話し方がとても聞

きやすかった。 

 


